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   ネイチャーレポート  
 

近木川河口干潟再生地（汽水ワンド） 

にハクセンシオマネキが定着 

 

 近木川河口右岸に 2012年 11月完成した

干潟再生地（通称：汽水ワンド）に昨年ハ

クセンシオマネキの稚ガニたちが住み着

き始めました。2015 年 9 月 25 日、生物モ

ニタリング調査の際に干潟の表面に直径 3

～5 ㎜ほどの丸い穴がたくさん開いている

のを見つけ、そこからハクセンシオマネキ

の稚ガニたちが出てきて活動する様子が

確認できました（図 1）。 

2016 年 6 月 19 日、近木川河口のハクセ

ンシオマネキの分布調査を行った際にも、

無事に冬を越して生きながらえ、一段と大

きくなった彼らの姿を目にすることがで

きました（図 2）。汽水ワンドの看板にシン

ボル種として載っている待望のハクセン

シオマネキが、ようやくこの場所に生息す

るようになったわけです。 

 

 

図 1. ハクセンシオマネキの稚ガニ  
（左のハサミが大きくなり始めている） 

 

この要因のひとつは、汽水ワンドを管理

している大阪府岸和田土木事務所によっ

て、2015年 5月に近木川下流の河川敷の土

砂が干潟に投入（盛り土）されたことです。

それまで、干潟の底質は泥っぽくヤマトオ

サガニやヒメヤマトオサガニが一足先に

住み着くようになっていました。投入した

土砂は多くの礫を含んだ砂質のもので、投

入した範囲の干潟の底質が一変してしま

いました。干潟に住むカニは生息するのに

好みの底質があり、住みわけをしています。

砂泥質を好むハクセンシオマネキにとっ

てはとりあえず生息可能な場となりまし

たが、泥っぽいところを好むヤマトオサガ

ニやヒメヤマトオサガニの姿がみられな

くなってしまいました。 

 

 

図 2. 汽水ワンドでのハクセンシオマネキ調査 

（2016年 6月 19日） 

 

ハクセンシオマネキにとってより良く、

ヤマトオサガニ、ヒメヤマトオサガニも生

息できる干潟にするにはどうすればいい

のでしょうか？砂泥質なところもあれば、

ぬかるんだ泥質なところもある干潟、つま

りは自然の河口干潟の環境を目指せばい

いのではと思います。汽水ワンドの土砂を

投入していない箇所は、いまだぬかるんだ

泥地として潮下帯に存在していますが、土
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砂を入れて盛り土をした場所とは高低差

のある急峻な段差が生じてしまい、いまだ

解消されていません。陸域と水域がなだら

かにつながる自然な干潟環境に近づける

ため、投入した土砂に含まれた多すぎる礫

を人為的に取り除く作業を少しずつ始め

ています。 

 

参考文献 

『近木川干潟再生地における経過観察業務 平成

27年度報告書』（貝塚市立自然遊学館、2016） 

 

（山田 浩二） 

 

 

ハクセンシオマネキ 

学名： Uca lactea (De Haan, 1835) 

スナガニ科 

 

 ハクセンシオマネキは、干潟に深さ 20 ～ 30 

cmの巣穴を掘って生息する甲幅 20 mmほどの

小型のカニです。砂粒をハサミで口に運び、

有機物をこしとって食べ、残りの砂粒は団子

状にして出します。雄は左右どちらかのハサミ

脚が大きく、繁殖期にはこの巨大なハサミを

振る「ウェイビング」と呼ばれる行動が見られる

ので干潟でよく目立ちます。ハサミを振る様子

が「白い扇」を振るように見えることが名前の

由来です。 
 

 

 干潟の上部に生息するため護岸工事などの

影響を受けやすく、数が減ったり見られなくな

った地域もあり、「干潟の絶滅危惧動物図鑑—

海岸ベントスのレッドデータブック」において

準絶滅危惧と評価されています。 

 

 （和歌山県立海南高校教諭 大畠麻里） 

 

 

千石荘でアナグマを目撃 
 

4月 12日、昆虫調査を終えて千石堀城址

から切通しに降りてきた時、ロータリーの

方から、1 頭の獣が一目散という感じで走

って近づいてきました。白い紙袋を持って

調査していたので、「餌をくれると思って

近づいてくるネコ」かなと思いました。で

も何か様子が違います。走る姿が野性的に

映るのは、重心が低いからでしょうか。20

メートルほどの距離を置いて、向き合う形

となり、アナグマだと認識しました。向こ

うもこちらに気付いて、すぐに逆方向に走

り去りました（図 1）。 

 

 

図 1.振り向いて逃げようとするアナグマ 
（貝塚市千石荘、2016.4.12撮影） 

この写真から分かる特徴は、耳が小さいことです。 

 

寄贈された標本や写真を含む自然遊学
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館の記録では、これまで貝塚市内で和泉葛

城山山頂付近、蕎原、大川、三ツ松で確認

されてきました（本誌 48号、など）。でも、

千石荘では初めてです。千石荘で 7種目の

哺乳類の記録となりました（表 1の「○」

印）。千石荘の哺乳類のリストは本誌 70号

において、大阪府レッドリスト種に関する

リストは本誌 74 号において報告してきま

したが、いずれのリストも更新することに

なりました。千石荘の哺乳類のレッドリス

ト種では、カヤネズミに次いで 2種目です

（いずれもランクは準絶滅危惧＝大阪府

内において存続基盤が脆弱
ぜいじゃく

な種）。 
 

表１．貝塚市と千石荘で確認された哺乳類

　　千石荘で確認された種を「○」印で示した。

    （自然遊学館記録分、2016年6月30日現在）

科 種 千石荘

トガリネズミ科 ジネズミ

モグラ科 ヒミズ ○

コウベモグラ

ヒナコウモリ科 アブラコウモリ

オナガザル科 ニホンザル

ウサギ科 ノウサギ ○

リス科 ニホンリス

ムササビ

ネズミ科 アカネズミ ○

ヒメネズミ

カヤネズミ ○

ハツカネズミ

ヌートリア科 ヌートリア

アライグマ科 アライグマ ○

イヌ科 タヌキ

イタチ科 テン

イタチ

チョウセンイタチ

アナグマ ○

イノシシ科 ニホンイノシシ ○

ネズミイルカ科 スナメリ *

　* 海産  

 表 1に示したように、アナグマ（ニホン

アナグマ）は、今、世間をにぎわせている

クマの仲間ではなく、イタチ科に属します。

長いトンネルを掘って生活することが名

前の由来です。引用文献にあげた図鑑によ

る記述では「夜行性で夜になるとミミズや

昆虫などの土壌動物、カエルやカタツムリ、

落下した果実やドングリなどを求めて歩

き回る」とあります。雑食性なんですね。

どんな生きものか写真では分かりにくい

という方は、自然遊学館に貝塚市大川産の

はく製を展示しているので、見に来てくだ

さい（図 2）。 

 

 
図 2.アナグマのはく製 

2007年 10月 2日に貝塚市大川で拾われた死体を
はく製にしました（本誌 48号参照）． 

 

謝辞 

大阪自然史センターの西澤真樹子さんに、同定の

確認をしていただきました。 

 

引用文献 

『大阪府レッドリスト 2014』（大阪府、2014） 

『フィールドベスト図鑑 日本の哺乳類』（学習研

究社、2002） 

 

（岩崎 拓） 
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   行事レポート  
 

渚の生きもの 

日時：2016年 5月 22日（日）13：00～15:30 

場所：近木川河口 

参加者：57 人 

 

晴天の中、今年度最初の観察会となる

「渚の生きもの」を近木川河口で行いまし

た。講師に魚を専門とする日下部敬之さん、

貝を専門とする児嶋 格さんに来て頂きま

した。第 9回大阪湾生き物一斉調査も兼ね

たものとなりました。 

この日の最干潮は 13時過ぎでしたので、

観察会をスタートする頃はちょうど一番

潮が引いている様子でした。はじめの説明

は手短にして、さっそく採集に取り掛かっ

て頂きました。テトラポッド周辺を探した

り、転石をめくったり、スコップで砂泥を

掘ったりして生きものを採集しました。子

供たちは浅くなった水辺をジャブジャブ

と歩き、タモ網で生きものを捕まえるのが

楽しそうでした（図 1）。各自、自由に 1時

間ほど採集し、生きものの入った容器を日

陰へ運びました。 

続いて、波打ち際まで移動して地曳網で

す。網の構造を日下部講師から教わったの

ちに、スタッフらが網を 50ｍの沖出しを行

いました。参加者は二手に分かれて号令に

合わせロープをひき、網を岸までたぐり寄

せました（図 2）。2回の網入れで、ウミタ

ナゴ類の幼魚やサラサカジカなど小魚ば

かりでしたが、10種 172匹の魚が採集でき

ました。危険な魚がいることもあることを

あらかじめ参加者に説明していた通り、ヒ

レに毒をもつゴンズイも入っていました。 

 

図 1. 近木川河口で生きもの探し 

 

 
図 2. 近木川河口で地曳網 

 

最後に今回の観察会で採集した生きも

のについて講師の方より解説して頂きま

した（図 3）。ここでは珍しい貝として、左

巻きのキリオレガイや昨年 9月に初記録さ

れたオチバガイ（図 4）が見つかりました。

ウミニナの稚貝がたくさん見られたのも

今回が初めてでした。甲殻類では近木川河

口では久しぶりに目にするヨコヤアナジ

ャコ（図 5）も採集されていました。波打

ち際の浜辺では、直径 1cm大の穴がいくつ

も開いており、掘ってみるとイソギンチャ

クが石にくっついていました。画像を千葉

県立中央博物館の柳研介研究員に見て頂

くと、イシワケイソギンチャク（図 6）と

確認できました。 
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図 3. 採集した生きものの解説 

 

 
図 4. オチバガイ 

 

 

図 5. ヨコヤアナジャコ 
 

 

図 6.イシワケイソギンチャク 

刺胞動物門 鉢虫綱 ミズクラゲ科 ミズクラゲ
花虫綱 タテジマイソギンチャク科 タテジマイソギンチャク

ウメボシイソギンチャク科 イシワケイソギンチャク
軟体動物門 多版綱 ケハダヒザラガイ科 ケハダヒザラガイ

腹足綱 ヨメガカサガイ科 ヨメガカサガイ
ユキノカサガイ科 ヒメコザラ　（シボリガイ）
サザエ科 スガイ
アマオブネガイ科 イシマキガイ
ウミニナ科 ウミニナ
タマキビガイ科 タマキビ

アラレタマキビ
マルウズラタマキビ

アッキガイ科 イボニシ
ミツクチキリオレ科 キリオレガイ
ムシロガイ科 アラムシロ
有肺類 カラマツガイ

キクノハナガイ
二枚貝綱 イガイ科 ムラサキイガイ

コウロエンカワヒバリガイ
ホトトギスガイ

イタボガキ科 マガキ
フナガタガイ科 ウネナシトマヤガイ
チドリマスオ科 クチバガイ
シオサザナミ科 オチバガイ
マルスダレガイ科 アサリ

環形動物門 多毛綱 ウロコムシ科 サンハチウロコムシ
カンザシゴカイ科 ヤッコカンザシ
ゴカイ科 ヤマトカワゴカイ

スナイソゴカイ
節足動物門 顎脚綱 イワフジツボ科 イワフジツボ

フジツボ科 タテジマフジツボ
アメリカフジツボ
シロスジフジツボ

ミョウガガイ科 カメノテ
フクロムシ科 ウンモンフクロムシ

軟甲綱 キタヨコエビ科 ポシェットトゲオヨコエビ
ワレカラ科 トゲワレカラ
フナムシ科 フナムシ
アナジャコ科 ヨコヤアナジャコ
ホンヤドカリ科 ユビナガホンヤドカリ
コブシガニ科 マメコブシガニ
モクズガニ科 モクズガニ

ケフサイソガニ
タカノケフサイソガニ
ヒライソガニ

コメツキガニ科 コメツキガニ
オサガニ科 オサガニ

脊索動物門 ホヤ綱 シロボヤ科 シロボヤ
軟骨魚綱 アカエイ科 アカエイ
硬骨魚綱 ゴンズイ科 ゴンズイ

ボラ科 ボラ
メバル科 メバル属

ムラソイ
カジカ科 サラサカジカ

アナハゼ
スズキ科 スズキ
タイ科 クロダイ
ウミタナゴ科 ウミタナゴ属
ニシキギンポ科 ギンポ
イソギンポ科 イソギンポ
ネズッポ科 トビヌメリ

ネズッポ属
ハゼ科 ミミズハゼ属

ヒメハゼ
フグ科 クサフグ

　表1.　近木川河口で観察した海岸動物　 2016年5月22日

グループ 和　名

 

 

（山田 浩二）  
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稚魚放流 

日時：2016年 6月 4日(土)10：00～13:00 

場所：二色の浜 

参加者：70人（子供 42人） 

日本財団「海の学びミュージアムサポート」助成事業 

 

 「お！今年もヒラメ放流するんかいな。

また子供がわんさか来るんやろ」 

まだ参加者も集まっていない準備段階

のときに、地元のお兄ちゃんが楽しそうに

近寄ってきました。お笑い芸人ガレッジセ

ールのゴリさんをグッと若く二枚目にし

たようなお兄ちゃん。 

 そう、その通り。行事スタート時には 40

人を超える子供たちがヒラメの稚魚が入

った水槽を取り囲んでいました（図 1）。 

 

 
図 1. ヒラメの幼魚を取り囲む参加者 

 

大阪府栽培漁業センターから運んでこ

られたヒラメの稚魚たちは長さ 10cm ほど

の可愛いサイズ。行事スタート時には水槽

に約 500尾が入っていて、水槽の底を覆い

隠すように重なりあっていました。水上に

はそれを覗き込む無数の顔。さぞかしヒラ

メたちはドキドキしていたでしょう。 

この行事は、毎年、海のゴミ拾いからス

タートします。15分ほどの短い時間ですが、

70ℓのゴミ袋 3 枚分のゴミが集まり、その

大半が花火であったことが夏の到来を感

じさせてくれました。 

 さあ今度こそ稚魚放流。栽培漁業センタ

ーの若手職員 2人からヒラメの生態につい

て教えてもらい、「大阪湾で大きく育って

ね」という気持ちで海へ放ちます！ 

 各々の子供たちが、楽しそうに網でヒラ

メをすくい、小さなバケツに移していきま

した。一番楽しい作業です。だいたい 5尾

くらいすくったら、海へ運び、放流（図 2）。

これをひたすら繰り返しました。そう、ひ

たすら。。。 

風はあるけれども、日差しが暑くなって

きた季節。子供たちがいつバテてくるか心

配し始めた頃、水槽のヒラメの数が残りわ

ずかとなりました。 

 

 

図 2.ヒラメの幼魚を海へ放流 

 

「よいっしょ！」威勢の良い掛け声が聞

こえたと思ったらセンターの若手職員が、

まるで卸売市場の魚屋さんのごとく、カゴ

に入った大量のヒラメを水槽にサバッと

追加。喜びに沸き立つ子供たち！私たちの

心配は無用だったようで、子供たちは決し

てバテてなどおらず、心の底から楽しんで

くれていたのです。 
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その後 2回のヒラメ追加の末、小 6の大

きい子供たちの活躍もあり、最終的には

1000尾を放流。 

最後に、またまた様子を見に来たゴリさ

ん似のお兄ちゃんが「ええ！1000尾運んだ

ん？」と声を上げ、ちょっと疲れが出てい

た子供たちの顔が誇らしげに輝きました。 

 

（澤田 智子） 

 

 

親子海釣り体験 

日時：2016年 6月 25日（土）9：00～11:30 

場所：二色の浜突堤 

参加者：41人 

日本財団「海の学びミュージアムサポート」助成事業 

 

昨年に引き続き、フィッシングショップ

T ポート貝塚店の協力の下、講師の食野店

長のほか（図 1）、今回は店員 2人の方もサ

ポート役として応援に来て下さいました。

明け方までの雨で、近木川河口では茶色く

濁った水が流れ、釣りには不向きなコンデ

ィションでしたので、突堤には一般の釣り

客が誰もいませんでした。せまい突堤なの

で、結果として行事で突堤を占有できたと

いう利点もありましたが... 
 

 
図 1.釣り方についての説明 

まず、竿の振り方の練習です。天秤と呼

ぶおもりを付けただけの状態で、竿を振り

かぶり遠くへ投げて、リールを巻くという

動作を覚えてもらいました。次に、仕掛け

をリールのついた竿に取り付け、エサのゴ

カイを針に通すという、初心者にとっては

なかなか手こずる作業に取りかかりまし

た。 

準備が整った方から、ようやく釣り糸を

垂らして釣りを始めて頂きました（図 2）。

昨年とは違い、なかなか釣れたという声が

聞かれませんでした。T ポートの方も「今

の時期はキスがたくさん釣れているんで

すけど、今日は全くですね...」と、残念

がっていました。そんな中、女の子の「釣

れた～！」という嬉しそうな声が聞こえ、

駆けつけました。キュウセン（図 3）です。

4年目となる今回の「海釣り体験」行事で、

初めてボウズになるかもっ...と心配し始

めていたところでした。 

その後、他の女の子にも当りが来て、キ

ュウセンが釣れ、「終了」のアナウンスを

している中で、最後に男の子がアオベラと

呼ばれるキュウセンの雄を釣り上げまし

た。以上、本日の釣果はキュウセン 3個体 

となりました。 

 

 
図 2.はじめての海釣りに挑戦 
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図 3. 釣れたキュウセン 

 

（山田 浩二） 

 

 

 

   泉州生きもの情報   
 

はじめまして「オグマサナエ」です！ 
 

少し暑くなり始めた季節の 5月 13日に、

毎月定例の千石荘の昆虫調査が行われま

した。当日の調査員は私を入れて 5名。初

めて参加する私は、大きな捕虫網と大量の

採集ケースを持ち、やる気だけはあること

を全面に出して混ざっていました。 

調査中盤、大井谷池の近くでは数種のト

ンボが確認できましたが、私の捕虫網は振

っても振っても空振りするだけで、トンボ

を捕らえることができずにいました。そん

な少し気持ちが落ち始めた時のことです。

やや諦め気分で黒いアゲハ蝶を追いかけ

ていた私の前を横切ったトンボに、思わず

網を振りました。見事、捕獲！なんのトン

ボを捕まえたのかも確認せずに、喜び勇ん

で他の調査員の皆さんの元に走りました。 

「おお！何をとってきた？」「なにな

に？」みなさんの中に期待感が沸き立つ雰

囲気の中、捕まえたトンボをそっと網から

出してみると「んん！タベサナエか？いや

オグマサナエだ！千石荘では初記録かな」 

やったー！それまで空回りし続けてい

た私のやる気がやっと成果を出せた瞬間

でした。 

オグマサナエは、フタスジサナエやタベ

サナエととても似ている種ですが、胸部の

模様等で判別できると、その時に調査員の

北田誠さんから丁寧に教えて頂きました。 

 

 
図 1.捕獲した直後に撮影したオグマサナエ  

（貝塚市千石荘、2016.5.13撮影） 

 

福井県以西に広く分布するオグマサナ

エは、貝塚市内では馬場周辺の 1993-2003

年に記録が多く、決して珍しい種ではあり

ませんでした。しかし、現在では環境省レ

ッドリストで準絶滅危惧に指定され、大阪

府レッドリストにおいても 2014 年の改定

でランク外から絶滅危惧Ⅱ類（＝絶滅の危

惧が増大しているもの）に指定されました。

自然遊学館の記録だけでなく、大阪府下で

も減少しているものと考えられます。 

こ の 「 オ グ マ サ ナ エ  Triogomphus 

ogumai」は、1949年に日本を代表する昆虫

学者の朝比奈正二郎（あさひな しょうじ
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ろう 1913-2010）氏によって新種記録され

たトンボですが、この「オグマ」とは？ 実

は、日本のトンボ研究における第一人者と

も 言え る小 熊  捍 （お ぐま  まもる 

1886-1971）氏に献名された名前なのです。

通常、新種の学名（あるいは和名）を決め

る際には、その種の色や形などの特徴、ま

たは採集された場所、採集者の名前などを

入れたりするのが一般的です。その他に、

その分野の発展に貢献した方に、感謝と尊

敬の気持ちを込めて、その方の名前を種名

に入れることがあります。それが献名（ま

たは献呈）です。 

この日は、「千石荘はじめまして」の私

が、同じく「千石荘はじめまして」のオグ

マサナエを捕獲したという「ダブルはじめ

まして」の日でした。 

 

引用文献 

『大阪府レッドリスト 2014』（大阪府、2014） 

『近畿のトンボ図鑑』（いかだ社、2009） 

 

（澤田 智子） 

 

 

スネナガイソガニ 

 

 6月 26日、ボーイスカウト貝塚 2団が主

催の地曳網が二色の浜で行われ、獲れた生

きものの解説役として参加してきました。

大量に網に入るアナアオサをかき分けて

生きものを探すと、ドロメやクサフグ、ニ

ホンウナギなどの魚のほか、タイワンガザ

ミやイシガニ、スネナガイソガニのカニ類

も採集されました。 

 そ の な か で 、 ス ネ ナ ガ イ ソ ガ ニ

Hemigrapsus longitarsis (モクズガニ科)

は大阪府レッドリスト 2014 で準絶滅危惧

（大阪府内において存続基盤が脆弱な種）

に選定されています。近木川河口で多くみ

られるケフサイソガニなどと比べ歩脚が

ほそ長く、和名のスネナガの通り、特に脚

先付近の節が長いのが特徴です。また和名

だけでなく、学名の longitarsisも同様の

意味があります。甲らは縦（甲長）と横（甲

幅）がほぼ等しい正方形で、表面には短毛

が密生しています。 

生息するのは潮間帯下部から潮下帯の

砂泥底やアマモの根元付近などの少し深

いところです。ですから海岸で普段行って

いる観察会では、ほとんど見かけない種に

なり、これまでの行事では「夕暮れの海探

検」で突堤から沈めたカゴ網の仕掛けで獲

れたことがありました（自然遊学館だより、

№65）。 

 ボーイスカウトの子供たちに「なかなか

珍しいスネナガイソガニが獲れたよ！」と

興味をひこうとするも、魚たちや、派手な

タイワンガザミを前にして、その地味で小

さなカニに関心を示す子供はいないよう

でしたが．．． 
 

 
図 1. スネナガイソガニ（二色の浜、2016.6.26）  

 

（山田 浩二） 
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   館長コーナー   
 

海の学びミュージアムサポート 2016 
 
今年度も日本財団の募集する海の学び

ミュージアムサポートプログラム２「海の

博物館活動サポート事業」に募集したとこ

ろ、見事申請が認められましたことを報告

し、今年度の事業を紹介します。 

 

今年度行う海の学びの紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                

【事業名と実施期間】 

スナメリが棲む海に何が必要？

『いきものが棲みやすい海を求

めて』 

平成 28年 6月 1日（水） 

 ～平成 29年 3月 31 日（金） 

≪ 活 動 の 概 要 ≫ 

大阪湾の生きもの学習会と 

生きもの講座 

Ⅰ．大阪湾の生きもの学習会 

主な内容 

○聞き取り学習会 

  ・スナメリ学習会 

  ・大阪湾の話を聞く 

  ・見学と学習会 

  ○現地調査と学習会 

  ・山（和泉葛城山）と川（近木

川）と河口の生きもの調査 

  ・大阪湾の生きもの調べ 

Ⅱ．生きもの講座 

  上記Ⅰのスナメリ学習会を受け

自分で骨格標本作り 

 主な内容 

 ・実物のスナメリの骨を見て触っ

てみる 

 ・スナメリの骨を自分たちで組み

立て骨格標本をつくる 

（部分ごとに組み立て、最後に全体

を組み合わせ完成する） 

実施予定時期 10月から翌年 3月 

実施場所 当館 

参加人数 有志（延べ人数 100人） 

実施回数 月 1回から 2回 

Ⅲ．報告会 

 1年間の調査活動のまとめ 

・大阪湾の環境と生きものとの理想

的な関係についてまとめと報告。 

・シンボル『スナメリ剥製』『スナメ

リ骨格標本』展示披露 

【事業の目標】 

大阪湾はここ数年できれいになり、

生きものにとって棲みよい場所に

なりつつある。しかし、漁獲量が減

っている生きものがいることや、ア

サリの貝毒が毎年発生している。

『水がきれいになっても豊かな海

と言えるのか？』など疑問は残る。

そこで『生きものが棲み易い海、よ

り良い環境とは何か？』を考えるき

っかけとして大阪湾の生きものの

頂点にいる≪スナメリ≫を知るこ

とで解決の手がかりとしたい。 



自然遊学館だより No.80、2016 

 

11 

 

 活動報告と今後の予定  

大阪湾の生きもの学習会 

 ○現地調査 

≪大阪湾（二色の浜）の生きもの調査≫ 

 

実施済みの行事の内容と実施日 

・稚魚放流とビーチクリーン 

6月 11日（土）二色の浜のビーチクリ

ーンを行い、その後ヒラメの稚魚を放

流しました。 

・親子釣り体験  

6月 25日（土）初心者対象の行事。講

師を招いて海釣り体験をしました。 

 

 
海釣り体験の様子 

 

 

海釣り体験後講師から話を聞く参加者 
 
 
 
 

・二色の浜アマモ観察・地曳網 

7月 3日（日）貝塚二色の浜沖で、『ア

マモ』観察を行いました。参加者はシ

ュノーケリングで海面に浮かびなが

らアマモとその周辺の生きもの観察

をしました。 

 

 
受付の様子 

 

 

シュノーケルとライフジャケットの説明を受ける 
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シュノーケリング練習 

 

 
観察の様子 

 

前日 7月 2日（土）には観察会行事に先

立って、同じ場所でアマモ調査活動を行い

ました。調査活動は調査員 5名で干潮時に

行いました。 

まず、調査員はシュノーケリングで会場

となる場所の海底の様子やアマモの生息

状況を調べ、マップに表しました。 

その後、調査員はスキューバダイビング

で沖の海底の様子や生き物の生息状況を

調べました。 

この日は、午前中から海水の濁りが強く

視界は１ｍ以下でした。アマモ調査は何と

か行えましたが、ダイビングには不向きで

した。しばらくダイビング調査を行いまし

たが、ほとんど成果はありませんでした。 

 

 
ダイビング調査準備 1 

 

 
     ダイビング調査準備 2 
 

今後の予定 

・河口の生きもの調べ 

9月 3日（土） 近木川河口でのカニ釣

り（午前）と生きもの調べ・地曳網体

験（午後）を行う予定です。 

 

≪大阪湾（せんなん里海公園）の 

生きもの観察会≫ 

・海藻おしば体験とウミホタル観察 

10 月 10 日（月）（バス利用） 大阪府

立青少年海洋センターを借りて海藻

おしば体験とせんなん里海公園でウ

ミホタルの観察会を行う予定です。 
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ほかの行事 

≪生きもの講座≫ 

スナメリ学習会を受けみんなで骨格標

本作りませんか？ 

 主な内容 

 ・スナメリの骨を組み立て、骨格標本を

みんなでつくる 

大まかな標本作りの流れ 

講師を招き、専門職員の方から話を聞

く→月ごとに部分完成→全体を組み

立てる→完成品を展示 

 

現在、実施時期は未定です。準備ができ

次第お知らせすることになります。多くの

方のご参加をお待ちしています。 

 

≪海の学び報告会≫ 

大阪湾の環境と生きものとの理想的な

関係についてのまとめと報告をおこない

ます。 

・会場には参加した人たちのまとめを掲示

します。 

・同時に参加者を含め関係する人たちから

生きものが棲みやすい海の報告会を行

います。 

・参加者同士で意見交換を行います。 

・最後に講師から今回の総評と今後の方向

性を含めた講演を行います。 

・今回のシンボル『スナメリ剥製』と『ス

ナメリ骨格標本』を展示披露します。 

 

報告会開催日時は平成 29 年 2 月ごろを

予定しています。剥製や骨格標本の完成の

時期に合わせ行う予定です。 

 

 このように当館では、従来の行事ととも

に魅力ある行事を実施しています。最後に

当館の年間行事から今後の行事予定をお

知らせします。 

 

平成 28年度 自然遊学館行事予定より 

9月 24日（土） 

 近木川のアユを調べよう 

10月 1日（土） 

 虫と星の観察会（善兵衛ランド共催） 

1月 6日（金） 

 春の七草摘み 

2月 4日（土） 

 二色の浜の打ち上げ貝拾い 

2月 18日（土） 

 バードウォッチング 

 

詳細は自然遊学館ホームページにてご

確認ください。今後とも自然遊学館活動に

ご理解・ご協力お願いします。 

 

（高橋 寛幸） 

 

 

   いきものがかり  
 

遊学館で飼育している生きもの７ 
 

 春になり、あたたかくなってきて、活

動のしやすい季節になってきました。 

今回は、自然遊学館で飼育しているカ

エルを紹介したいと思います。貝塚市で

見られるカエルは 9種で、そのうち飼育

している 3種類を紹介します。 

 初めは、ヌマガエルです。ヌマガエル

は、よく、田んぼに行くとみられるカエ

ルの仲間です。間違えやすい仲間として、
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ツチガエルがあげられます。ツチガエル

とヌマガエルを見分けるときのコツは、

ひっくり返して、お腹の部分が真っ白だ

とヌマガエル、灰色だとツチガエルです。

遊学館では、エサとして、コオロギをあ

げています。 

 
図 1.ヌマガエル 

 

 次に紹介するのは、トノサマガエルで

す。一番聞きなじみのあるカエルと思い

ます。ですが、こちらも見間違えやすい

カエルがいて、ダルマガエルと言うカエ

ルがいます。トノサマガエルとダルマガ

エルを見分けるときのコツは、こちらも

ひっくり返し、お腹が真っ白だとトノサ

マガエル、お腹が白く周りが斑
まだら

模様な

のがダルマガエルです。トノサマガエル

にも、エサとして、コオロギをあげてい

ます。 

 
図 2.トノサマガエル 

 最後にウシガエルを紹介します。ウシ

ガエルは、川や池などに生息しています。

日本で生息しているカエルの中では、一

番大きいカエルですが、外国から食用と

して持ち込まれたのが逃げ出して繁殖

してしまいました。今は、特定外来生物

に指定されていて、飼育やほかの池に逃

がすという行為は禁止されています。原

因は、日本の在来種が食べられて、減っ

ていることが一つあげられると思いま

す。遊学館では、近畿地方環境事務所か

ら許可をもらい飼育しています。ウシガ

エルは肉食性で、口に入る大きさのエサ

なら、ほぼ食べることができます。遊学

館では、エサとして、アメリカザリガニ

や金魚などをあげています。 
 

 
図 3.ウシガエル 

 

おまけ 

ウシガエルが移入されてきた時、エサと

して、アメリカザリガニが移入されたので

すが、ウシガエル同様、逃げ出してしまっ

たり、食材としての利用や飼育などで、生

息範囲を広め、今では本州から沖縄本島ま

でいます。北海道でも温かい水が流れ込む

水域には定着しているようです。 
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図 4.アメリカザリガニ 

 

（鈴子 勝也） 

 

 

  寄贈標本  
 

＜鳥類＞ 

◆西浦良一さんより 

 カワラヒワ 巣 1点 

 貝塚市二色 2016年 5月 12日採集 

◆匿名希望さんより 

 イソヒヨドリ 死体 1点 

 貝塚市澤 2016年 6月 24 日採集 

 

＜爬虫類＞ 

◆かし村なおと・みや本か歩・宮本大世さ

んより 

 ミシシッピアカミミガメ 骨 1点 

 二色の浜 2016年 4月 30 日採集 

◆貝塚市立第二中学校より 

 アオダイショウ 幼蛇 1点 

 貝塚市福田 2016年 5月 11日採集 

◆西敏明さんより 

 アオダイショウ 幼蛇 1点 

 貝塚市名越 2016年 6月 23日採集 

 

＜魚類＞ 

◆福島秀人さんより 

 キジハタ 生体 1点 

 クジメ 生体 1点 

 泉佐野市りんくう往来北 

 2016年 4月 2日採集 

 カサゴ 生体 4点 

 泉佐野市りんくう往来北 

 2016年 4月 16日採集 

 キジハタ 生体 1点 

 カサゴ 生体 5点 

 泉佐野市りんくう往来北 

 2016年 5月 14日採集 

◆西出康介さんより 

 ハタタテヌメリ 生体 1点 

 2016年 5月 19日 佐野漁港譲受品 

◆三俣二生さんより 

 カサゴ 生体 2点 

 貝塚人工島 2016年 6月 6日採集 

 

＜軟体動物＞ 

◆鈴子佐幸さんより 

 クロミドリガイ 生体 1点 

 倉敷市高洲 2016年 4月 10日採集 

◆中原知輝さんより 

 クチベニマイマイ 生体 1点 

 貝塚市脇浜 2016年 6月 9日採集 

 

＜節足動物＞ 

◆宮川卯一郎さんより 

 アメリカザリガニ 生体 2点 

 貝塚市新井 2015年 10月採集 

◆西出康介さんより 

 テナガテッポウエビ 生体 2点 

 ヒラコブシガニ 生体 1点 

 2016年 5月 19日 佐野漁港譲受品 
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＜昆虫＞ 

◆中原光規さんより 

 コブマルエンマコガネ 成虫 1点 

 貝塚市二色 2015年 9月 14日採集 

◆福島秀人さんより 

 ウンモンスズメ 成虫 2点 

 貝塚市二色 2016年 4月 22日採集 

 クスサン 幼虫 1点 

 マイマイガ 幼虫 1点 

 貝塚市二色 2016年 5月 12日採集 

 ゴマダラカミキリ 成虫 1点 

 貝塚市二色 2016年 6月 8日採集 

◆常道武士さんより 

 ニジュウヤホシテントウ 成虫 1点 

 貝塚市澤 2016年 5月 4 日採集 

 コブマルエンマコガネ 成虫 1点 

 貝塚市澤 2016年 5月 6 日採集 

 キマダラカメムシ 成虫 1点 

 貝塚市澤 2016年 6月 15 日採集 

◆西出康介さんより 

 ウリキンウワバ 幼虫 4点 

 貝塚市脇浜 2016年 5月 16日採集 

 スズメガ科の一種 蛹 1点 

 貝塚市脇浜 2016年 5月 18日採集 

 ビロードスズメ 幼虫 1点 

 貝塚市脇浜 2016年 6月 15日採集 

◆濱谷巌さんより 

 コガタスズメバチ 巣 1点 

 岸和田市別所町 2016年 5月 21日採集 

◆遠藤諒太さんより 

 アカホシテントウ 成虫 1点 

 貝塚市畠中 2016年 6月 4日採集 

 ムツキボシテントウ 成虫 1点 

 キイロテントウ 成虫 1点 

 アカホシテントウ 成虫 2点 

 貝塚市畠中 2016年 6月 9－10日採集 

◆沖原均さんより 

 コガタスズメバチ 巣 1点 

 貝塚市二色 2016年 6月 6日採集 

◆大橋良子さんより 

 アオムシコマユバチの脱出繭を多数 

付けたタケカレハ 幼虫 1 点 

 貝塚市千石荘 2016年 6月 8日採集 

◆山田壮真さんより 

 ヒメボタル 成虫 1点 

 泉南市新家 2016年 6月 17日採集 

◆寺田拓真さんより 

 ヒメオオメカメムシ 成虫 1点 

 ハマベエンマムシ 成虫 1点 

 貝塚市二色の浜 2016年 6月 26日採集 

◆高田雅彦さんより 

 ヒメオオメカメムシ 成虫 1点 

 貝塚市二色の浜 2016年 6月 26日採集 

 

＜寄贈写真＞ 

◆山口隼平さんより 

 クルマバッタ 1枚 

 ツチイナゴ 1枚 

 貝塚市千石荘 2015年 9月 11日撮影 

◆覚野良子さんより 

 アカミノヤドリギ 1枚 

  ほか 7枚 

 和泉葛城山 2016年 3月 20日撮影 

 ----------------------------------- 

タチネコノメソウ 1枚 

 ナツトウダイ 1枚 

 フデリンドウ 1枚 

 マルバコンロンソウ 1枚 

  ほか 12枚 

 和泉葛城山 2016年 3月 31日撮影 
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ナツトウダイ 
和泉葛城山 2016年 3月 31日、覚野良子撮影 

 

 

フデリンドウ 
和泉葛城山 2016年 3月 31日、覚野良子撮影 

 ----------------------------------- 

 コガネネコノメソウ 1枚 

 トウゴクサバノオ 1枚 

  ほか 8枚 

 和泉葛城山 2016年 4月 2日撮影 

 ----------------------------------- 

 タムシバ 1枚 

 エイザンスミレ 2枚 

 ハシリドコロ 2枚 

 ユキザサ 2枚 

 ユリワサビ 1枚 

 ヒトリシズカ 3枚 

 ツルカノコソウ 1枚 

 クマシデ 1枚 

  ほか 42枚 

 和泉葛城山 2016年 4月 16日撮影 

  

 

ヒトリシズカ 
和泉葛城山 2016年 4月 16日、覚野良子撮影 

 

 

ツルカノコソウ 
和泉葛城山 2016年 4月 16日、覚野良子撮影 

 ----------------------------------- 

 オオサンショウソウ 1枚 

 ヒメレンゲ 2枚 

  ほか 68枚 

 和泉葛城山 2016年 4月 17日撮影 

 

 
オオサンショウソウ 

和泉葛城山 2016年 4月 17日、覚野良子撮影 
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ヒメレンゲ 
和泉葛城山 2016年 4月 17日、覚野良子撮影 

 
 ----------------------------------- 

 キッコウハグマ 1枚 

 ウラジロノキ 1枚 

 ホオノキ 1枚 

  ほか 23枚 

 貝塚市木積～蕎原 2016年 4月 30日撮影 

 

 

キッコウハグマ 
貝塚市木積～蕎原 2016年 4月 30日 

覚野良子撮影 
 ----------------------------------- 

カツラギグミ 1枚 

 ニリンソウ 1枚 

 メギ 2枚 

 サルナシ 2枚 

 ウンゼンツツジ 5枚 

 イヌザクラ 2枚 

  ほか 103枚 

 和泉葛城山 2016年 5月 1日撮影 
  

 

ウンゼンツツジ 
和泉葛城山 2016年 5月 1日 

覚野良子撮影 
 ----------------------------------- 

 オオアリドオシ 2枚 

  ほか 25枚 

 貝塚市蕎原 2016年 5月 8日撮影 

 ----------------------------------- 

 ウラジロウツギ 2枚 

 クワガタソウ 2枚 

 ナベワリ 3枚 

  ほか 52枚 

 和泉葛城山 2016年 5月 8日撮影 
 

 

クワガタソウ 
和泉葛城山 2016年 5月 8日 

覚野良子撮影 
 ----------------------------------- 

 キバナチゴユリ 1枚 

 ヤブデマリ 1枚 

  ほか 8枚 

 和泉葛城山 2016年 5月 22日撮影 

 ----------------------------------- 

 コガクウツギ 1枚 
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ヤブウツギ 1枚 

 キクバドコロ 1枚 

 カキノハグサ 1枚 

  ほか 32枚 

 和泉葛城山 2016年 5月 29日撮影 

 ----------------------------------- 

イチヤクソウ 5枚 

 貝塚市蕎原 2016年 6月 3日撮影 

 ----------------------------------- 

 ミヤマウコギ 1枚 

  ほか 5枚 

 和泉葛城山 2016年 6月 4日撮影 

 ----------------------------------- 

 コクラン 7枚 

 貝塚市千石荘 2016年 6 月 9日撮影 

 ----------------------------------- 

 ヒメハギ 1枚 

  ほか 19枚 

 貝塚市蕎原 2016年 6月 12日撮影 

 ----------------------------------- 

 クモキリソウ 4枚 

 オオバノトンボソウ 1枚 

  ほか 25枚 

 和泉葛城山 2016年 6月 12日撮影 

 

 

クモキリソウ 
和泉葛城山 2016年 6月 12日 

覚野良子撮影 
 

 

 

◆喜多理恵さんより 

 オツネントンボ 1枚 

 貝塚市馬場 2016年 4月 3日撮影 

◆森本静子さんより 

 ツチダニ属の一種 2枚 

 貝塚市二色 2016年 4月 9日撮影 

◆北田誠さんより 

 イチリンソウ 5枚 

 和泉葛城山 2016年 4月 26日撮影 

◆秋武仁志さんより 

 ミスジチョウ 1枚 

 貝塚市千石荘 2016年 5月 22日撮影 

◆西出龍生さんより 

 ボラ 4枚 

 貝塚市近木川河口 2016年 6月 1日撮影 

 アユ 2枚 

 貝塚市堤 2016年 6月 3日撮影 

◆貝塚市立葛城幼稚園より 

 コガタスズメバチの巣 2枚 

 貝塚市木積 2016年 6月 2日撮影 

◆濱谷巌さんより 

 リュウゼツランの花 4枚 

 阪南市箱作の岸谷國男さん宅  

2016年 6月 24日 撮影 

 

＜リュウゼツラン＞ 

4、50年に一度花をつける植物と言われ

いて、その開花が話題になることがあり

ます。花茎を伸ばし始めると 1日で 10㎝

以上も伸び、花をつける頃には 10ｍにも

なります。開花後に、その株自体は枯れ

て、その周りに生えた子株が生長します。

今回お知らせいただいたものは、大きな

植木鉢で栽培され、わずか 13年ほどで花

をつけたそうです。（湯浅） 
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  スタッフ日誌  
 

4月 17日、川村甚吉前館長が遺された切り

絵作品を展示する「第 11 回生きもの切り

絵展」を開催しました（5月 8日まで）。額

縁に入れた切り絵作品をボードに並べる

だけで、特別展示として十分に様になるの

は、それぞれの作品に手間を掛けて仕上げ

られた作業の質と量によるものだと、改め

て感じ入った次第です。（スタッフ一同） 

 

4月 23日、市民企画講座「せんごくの杜の

魅力を探ろう！」の第 1 回目、「せんごく

の杜を歩こう」において、植物の紹介をし

ながら現地を案内しました。（白・湯） 

 

5月18日、木積の町会館で、長生会の方に、

近木川上流中流の生きものの話をしまし

た。近木川の昔の様子を伺い、そこにすむ

川魚を昔はどう呼んでいたのかなどを教

えていただき、話をした側が勉強になるこ

とが多々ありました。（山・岩・湯） 

 

5月 25日、今年も二色の第五プールで、ヤ

ゴ救出作戦を実施しました。二色小学校と

第五中学校の有志 48 人で、一般用と幼児

用プールに入って、ギンヤンマ、ウスバキ

トンボ、アカネの仲間など、約 130匹のヤ

ゴを救出しました。昨年よりもウスバキト

ンボが大幅に少なかったのですが、その分、

館内に持ち帰ったヤゴを丁寧に飼育する

ことが出来ました。（岩・山・鈴） 

 

6月 19日、市民企画講座「せんごくの杜の

魅力を探ろう！」の第 2 回目、「せんごく

の杜のカブトムシはすごいよ！」（中央公

民館）において、千石荘の自然の大切さ、

千石荘にすむ生きものたち、自然遊学館の

保全案の紹介をしました。（岩） 
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